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第
十
八
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、「
と
、」の
下
に
「
第
一
項
中
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第

三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
有
価
証
券
届
出
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
う
ち
将
来
の
事
業
活
動
の
予
測
に
関
す
る

情
報
そ
の
他
の
不
確
実
性
の
あ
る
情
報
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
の
記
載
は
、
当
該
有
価
証
券

届
出
書
の
届
出
者
に
お
け
る
そ
の
記
載
に
至
る
検
討
の
過
程
に
照
ら
し
て
合
理
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら

れ
る
場
合
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
当
該
記
載
と
相
違
す
る
事
実
が
判
明
し
た
と
き
そ
の
他
の
内

閣
府
令
で
定
め
る
と
き
に
お
い
て
も
、
そ
れ
の
み
を
理
由
と
し
て
虚
偽
の
記
載
に
該
当
す
る
と
解
し
て
は
な
ら
な

い
。

第
二
十
一
条
第
一
項
第
三
号
中
「
第
百
九
十
三
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
二
十
六
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同

項
第
四
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

当
該
有
価
証
券
届
出
書
に
係
る
特
定
非
財
務
情
報
監
査
証
明
に
お
い
て
、
当
該
特
定
非
財
務
情
報
監
査
証
明

に
係
る
第
二
十
六
条
の
四
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
非
財
務
情
報
に
つ
い
て
記
載
が
虚
偽
で
あ
り
又
は

欠
け
て
い
る
も
の
を
虚
偽
で
な
く
又
は
欠
け
て
い
な
い
も
の
と
し
て
証
明
し
た
特
定
非
財
務
情
報
監
査
証
明
業

者
第
二
十
一
条
第
二
項
第
三
号
中
「
前
項
第
四
号
」
を
「
前
項
第
五
号
」
に
、「
第
百
九
十
三
条
の
二
第
一
項
」を「
第

二
十
六
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、「
書
類
」
の
下
に
「
及
び
特
定
非
財
務
情
報
監
査
証
明
に
係
る
第
二
十
六
条
の
四

第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
特
定
非
財
務
情
報
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

三

前
項
第
四
号
に
掲
げ
る
者

同
号
の
証
明
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
故
意
又
は
過
失
が
な
か
つ
た
こ
と
。

第
二
十
一
条
第
四
項
中
「
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条

第
三
項
中
「
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
前
項
第
一
号
」
を
「
第
一
項
（
第
一
号
及
び
第
二
号
に
係
る
部
分

に
限
る
。）、
第
二
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）及
び
前
項
」
に
改
め
、「
受
け
て
」
と
、」の
下
に
「
同
項
第
一

号
中
」
を
、「
作
成
」
と
」
の
下
に
「
、
前
項
中
「
当
該
有
価
証
券
届
出
書
を
提
出
し
た
会
社
」
と
あ
る
の
は
「
当
該

目
論
見
書
を
作
成
し
た
会
社
」
と
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え

る
。

３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
有
価
証
券
届
出
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
う
ち
将
来
の
事
業
活
動
の
予
測
に
関
す

る
情
報
そ
の
他
の
不
確
実
性
の
あ
る
情
報
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
の
記
載
は
、
当
該
有
価
証

券
届
出
書
を
提
出
し
た
会
社
に
お
け
る
そ
の
記
載
に
至
る
検
討
の
過
程
に
照
ら
し
て
合
理
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
当
該
記
載
と
相
違
す
る
事
実
が
判
明
し
た
と
き
そ

の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
き
に
お
い
て
も
、
そ
れ
の
み
を
理
由
と
し
て
虚
偽
の
記
載
に
該
当
す
る
と
解
し
て

は
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
の
二
第
一
項
中
「
書
類
（
以
下
こ
の
条
」
の
下
に「（
第
三
項
を
除
く
。）」
を
加
え
、「
同
項
の
」を「
第

二
十
五
条
第
一
項
の
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、

同
条
第
五
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
を
同
条
第
五
項
と

し
、
同
条
第
三
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
第
二
十
五
条
第
一
項
各
号
（
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
、
第
六
号
及
び
第
八
号
に

限
る
。）に
掲
げ
る
書
類
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
う
ち
将
来
の
事
業
活
動
の
予
測
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
の
不
確
実

性
の
あ
る
情
報
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
の
記
載
は
、
当
該
書
類
を
提
出
し
た
会
社
に
お
け
る

そ
の
記
載
に
至
る
検
討
の
過
程
に
照
ら
し
て
合
理
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
内
閣
府
令

で
定
め
る
場
合
に
は
、
当
該
記
載
と
相
違
す
る
事
実
が
判
明
し
た
と
き
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
と
き
に
お

い
て
も
、
そ
れ
の
み
を
理
由
と
し
て
虚
偽
の
記
載
に
該
当
す
る
と
解
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
十
二
条
第
一
項
中
「
及
び
第
三
号
」
を
「
、
第
三
号
及
び
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
十
一

条
第
二
項
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
第
二
十
一
条
第
二
項
（
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
の
場
合
に
お
い
て
、
有
価
証
券
届
出
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項
の
う
ち
将
来
の
事
業
活
動
の
予
測
に
関
す

る
情
報
そ
の
他
の
不
確
実
性
の
あ
る
情
報
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
も
の
に
つ
い
て
の
記
載
は
、
当
該
有
価
証

券
届
出
書
の
届
出
者
に
お
け
る
そ
の
記
載
に
至
る
検
討
の
過
程
に
照
ら
し
て
合
理
性
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
認
め

ら
れ
る
場
合
と
し
て
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
当
該
記
載
と
相
違
す
る
事
実
が
判
明
し
た
と
き
そ
の
他
の

内
閣
府
令
で
定
め
る
と
き
に
お
い
て
も
、
そ
れ
の
み
を
理
由
と
し
て
虚
偽
の
記
載
に
該
当
す
る
と
解
し
て
は
な
ら

な
い
。

第
二
十
三
条
の
二
中
「
第
十
七
条
中
「
目
論
見
書
」
と
あ
る
の
は
「
」
を
「
第
十
七
条
中
「
第
十
三
条
第
一
項
の

目
論
見
書
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
三
条
第
一
項
の
」
に
、「
同
条
第
二
項
中
「
目
論
見
書
」
を
「
同
条
第
二
項
中
「
有

価
証
券
届
出
書
に
」
と
あ
る
の
は
「
有
価
証
券
届
出
書
（
第
五
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
届
出
書
又
は
当

該
届
出
書
に
係
る
第
七
条
第
一
項
、
第
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
訂
正
届
出
書
に
あ
つ

て
は
、
有
価
証
券
届
出
書
及
び
当
該
有
価
証
券
届
出
書
に
係
る
参
照
書
類
）
に
」
と
、
同
条
第
三
項
中「
目
論
見
書
」

に
、「
同
条
第
三
項
中
」
を
「
同
条
第
三
項
中
「
有
価
証
券
届
出
書
に
」
と
あ
る
の
は
「
有
価
証
券
届
出
書
（
第
五
条

第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
届
出
書
又
は
当
該
届
出
書
に
係
る
第
七
条
第
一
項
、
第
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第

十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
訂
正
届
出
書
に
あ
つ
て
は
、
有
価
証
券
届
出
書
及
び
当
該
有
価
証
券
届
出
書
に
係
る
参

照
書
類
）
に
」
と
、
同
条
第
四
項
中
」
に
、「
前
条
第
一
項
中
」
を
「
同
条
第
三
項
中
「
有
価
証
券
届
出
書
に
」
と
あ

る
の
は
「
有
価
証
券
届
出
書
（
第
五
条
第
四
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
届
出
書
又
は
当
該
届
出
書
に
係
る
第
七
条

第
一
項
、
第
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
訂
正
届
出
書
に
あ
つ
て
は
、
有
価
証
券
届
出
書

及
び
当
該
有
価
証
券
届
出
書
に
係
る
参
照
書
類
）
に
」
と
、
前
条
第
一
項
中
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
三
第
一
項
中
「
一
億
円
」
を
「
五
億
円
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
特
定
投
資
家
向
け
有
価

証
券
」
を
「
特
定
投
資
家
等
向
け
有
価
証
券
」
に
、「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
六
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
八
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
一
億
円
」
を
「
五
億
円
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
一
億
円
」を「
五

億
円
」
に
、「
第
一
項
第
三
号
」
を
「
同
号
」
に
、「
同
項
第
五
号
」
を
「
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
十
二
第
五
項
中
「
同
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第
二
項
中
「
有
価
証
券
届
出
書
に
」と
あ
る
の
は「
発

行
登
録
書
類
等
に
」
と
、「
当
該
有
価
証
券
届
出
書
」
と
あ
る
の
は
「
発
行
登
録
書
類
、
訂
正
発
行
登
録
書
又
は
発
行

登
録
追
補
書
類
及
び
こ
れ
ら
の
添
付
書
類
」
と
、
同
条
第
三
項
」
に
、「
及
び
第
三
号
」
を「
、
第
三
号
及
び
第
四
号
」

に
、「
同
条
第
三
項
」
を
「
同
条
第
三
項
中
「
有
価
証
券
届
出
書
に
」
と
あ
る
の
は
「
発
行
登
録
書
類
等
に
」
と
、「
当

該
有
価
証
券
届
出
書
」
と
あ
る
の
は
「
発
行
登
録
書
類
、
訂
正
発
行
登
録
書
又
は
発
行
登
録
追
補
書
類
及
び
こ
れ
ら

の
添
付
書
類
」
と
、
同
条
第
四
項
」
に
、「
第
二
十
三
条
中
」
を
「
同
条
第
三
項
中
「
有
価
証
券
届
出
書
に
」
と
あ
る

の
は
「
発
行
登
録
書
類
等
に
」
と
、「
当
該
有
価
証
券
届
出
書
」
と
あ
る
の
は
「
発
行
登
録
書
類
、
訂
正
発
行
登
録
書

又
は
発
行
登
録
追
補
書
類
及
び
こ
れ
ら
の
添
付
書
類
」
と
、
第
二
十
三
条
中
」
に
改
め
、
同
条
第
六
項
中
「
第
十
八

条
第
二
項
」
を
「
第
十
八
条
第
三
項
」
に
、「
第
二
十
一
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
三
条
の
十
三
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
一
億
円
」
を
「
五
億
円
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
第
二
条
第
三

項
第
二
号
ハ
」
を
「
第
二
条
第
三
項
第
二
号
ニ
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
第
二
条
第
四
項
第
二
号
ハ
」
を
「
第

二
条
第
四
項
第
二
号
ニ
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
一
号
中
「
特
定
投
資
家
向
け
取
得
勧
誘
」
を
「
特
定
投
資
家
等

向
け
取
得
勧
誘
」
に
、「
特
定
投
資
家
向
け
売
付
け
勧
誘
等
」
を
「
特
定
投
資
家
等
向
け
売
付
け
勧
誘
等
」
に
改
め
、

同
項
第
二
号
中
「
特
定
投
資
家
向
け
有
価
証
券
」
を
「
特
定
投
資
家
等
向
け
有
価
証
券
」
に
、「
特
定
投
資
家
向
け
売

付
け
勧
誘
等
」
を
「
特
定
投
資
家
等
向
け
売
付
け
勧
誘
等
」
に
、「
特
定
投
資
家
等
取
得
有
価
証
券
一
般
勧
誘
」を「
特

定
投
資
家
等
取
得
有
価
証
券
一
般
勧
誘
等
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
四
項
た
だ
し
書

中
「
一
億
円
」
を
「
五
億
円
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
イ
中
「
第
二
条
第
三
項
第
二
号
ハ
」
を
「
第
二
条
第
三
項
第

二
号
ニ
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
二
条
第
四
項
第
二
号
ハ
」
を
「
第
二
条
第
四
項
第
二
号
ニ
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

有
価
証
券
発
行
勧
誘
等
又
は
有
価
証
券
交
付
勧
誘
等
の
う
ち
、
第
二
条
第
三
項
第
二
号
ハ
又
は
第
四
項
第
二
号

ハ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
も
の
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
役
員
等
向
け
勧
誘
」
と
い
う
。）を
行

う
者
は
、
当
該
役
員
等
向
け
勧
誘
が
同
条
第
三
項
第
二
号
ハ
又
は
第
四
項
第
二
号
ハ
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
役
員
等
向
け
勧
誘
に
関
し
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
行
わ
れ
て
い
な

い
こ
と
そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事
項
を
、
そ
の
相
手
方
に
対
し
て
告
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。た
だ
し
、

当
該
役
員
等
向
け
勧
誘
に
係
る
有
価
証
券
に
関
し
て
開
示
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
及
び
発
行
価
額
又
は
譲
渡
価
額

の
総
額
が
五
億
円
未
満
の
役
員
等
向
け
勧
誘
で
内
閣
府
令
で
定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

５

前
項
本
文
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
役
員
等
向
け
勧
誘
を
行
う
者
は
、
当
該
役
員
等
向
け
勧
誘
に
よ
り
有
価
証

券
を
取
得
さ
せ
、
又
は
売
り
付
け
る
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
又
は
同
時
に
そ
の
相
手
方
に
対
し
、
同
項
の
規
定

に
よ
り
告
知
す
べ
き
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
五
項
中
「
会
社
の
経
理
の
状
況
」
の
下
に
「
、
気
候
変
動
そ
の
他
の
事
業
活
動
上
の

課
題
で
あ
つ
て
将
来
の
財
務
又
は
資
金
調
達
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
に
対
応
す
る
た
め
の
取
組
の
状

況
及
び
こ
れ
に
関
連
す
る
指
標
」
を
加
え
、
同
条
第
八
項
中
「
こ
の
章
」
を
「
こ
の
節
」
に
改
め
る
。
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